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さる７月２２日、第２

回理事会が開催されま

した。まず、各委員会

の活動方針や活動内

容を検討しました。特に

地域活動について重点

化するとともに、関係団

体等との意見交換会も

委員会活動の一環と位

第２回理事会 
置付け、課題を共有し

ながら共に解決に向け

た行動に繋げられるよ

う連携を強化していき

ます。 

また、新規会員の入

会審議や賛助会員・ア

グリサポート会員との

勉強会の計画について

議論を行いました。さ

に、豚コレラの隣県で

の感染拡大を踏まえ、

当協会として蔓延を防

ぐためにできることの一

つとして、会員に対して

家畜伝染病の予防対

策の周知を行うこととな

りました。 

地区意見交換会の開催 

 

 

各地区における農業のあり方や各法人が抱えている課題等について、

お互いの近況報告を行うとともに、今後地区で身近な活動が出来るよう 

下記の日程で、地区別の意見交換会を開催しています。 

地区 開催日 開催場所 

県 央 令和元年７月２３日（火） 招龍亭 

中能登 令和元年７月３１日（水） 羽咋農林事務所 

奥能登 令和元年８月 ７日（水） 奥能登農林総合事務所 

石 川 令和元年８月１９日（月） 石川農林総合事務所 

加賀地区は、日程を調整中です。 

第２回理事会 

ＪＡ石川県連との意見交換会の開催 

７月２２日、ＪＡ石川

県連との意見交換会が

開催されました。開会

にあたり、当協会の今

年度の方針及び事業

内容、ＪＡグループから

も各々の取組について

の報告がありました。 

意見交換の中で、農

機の保険についてやＪ

Ａが行う人材確保の為

の無料サービスについ

て検討中などと、活発

な議論が展開されまし

た。その中で、各委員

会の案件については、 

肥料農薬や機械、資

材、金融、保険などの

分野ごとに新たに会合

の場を設け、取組を前

進させていく方向で双

方合意しました。その

後、懇親会を開催し、

更に親睦を深めること

ができました。 

JA石川県連との意見交換会 

懇親会 



 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
  
※福井県の豚コレラの事案 

    に関連して、８月１日 

    に福井県で開催予定 

でした北陸農政局長 

もご出席予定の北陸 

三県農業法人協会 

連絡会につきましては、 

当協会としては、万全 

の対応が必要との判断 

から参加を見合わせ、 

その結果、開催が中止 

となりました。 
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地区意見交換会のようす 

 

 
7月 23日、各地区

の先陣を切って金沢地

区（当地区の会員数８

名）にて意見交換会を

開催しました。会長を

はじめ現行理事 4名と

新入会員の㈱ブランド

北陸の薄井社長の 5

名で当協会の会員数

の増加等について話し

合いが行われました。 

続いて 7月 31日に

中能登地区（当地区の

会員数１６名）が羽咋

農林事務所にて意見交

換会を開催しました。

各経営体からさまざま

な意見が出されまし

た。その後、懇親会を

開催し、親睦を深めま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入会員の入会が理事会で承認 

 

 
7月 22日に開催さ

れた第２回理事会に

て新たに「株式会社ブ

ランド北陸（代表取締

役 薄井壮登志さ

ん）」様の入会が承認

されました。当法人は

2012年に設立され、

従業員は 10名。主た

る事業所は金沢市で

すが、七尾市にて白

ねぎ等の野菜を中心

とした営農を行ってい

ます。 

また、同理事会に

て「全農いしかわ」様

が賛助会員としての

入会も承認されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福井県の養豚場で豚コレラ患畜を確認 

 

 

さる７月２９日に福井

県越前市の養豚場で

豚コレラの感染が確認

されました。 

隣県の状況を踏まえ

まして、当協会としても

県内での発生予防に

向け、会員の皆様には

予防策の徹底をお願い

します。 

 

 養豚農家以外の会員

におかれましては、養

豚関係施設への立ち

入りを控えていただき、

やむを得ず養豚関係施

設に立ち入る場合は、

消毒を徹底していただ

き、その日のうちに他

の養豚関係施設への

立ち入りはやめてくださ

い。 

 また、海外へ渡航さ

れた方や外国人実習

生におかれましては、

入国後１週間は畜舎と

その周りに立ち入らな

いようにし、海外の家

畜飼育場所で使用した

服や靴を４か月以内に

畜舎に持ち込まないよ

うに努めてください。 

続いて 7月 31日に

中能登地区（当地区の

会員数１６名）が羽咋

農林事務所にて意見交

換会を開催しました。

各経営体からさまざま

な意見が出されまし

た。その後、懇親会を

開催し、親睦を深めま

した。 

現場の経営の困りごと

ど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

などについてもそれぞ

れの会場で話題にな

り、有意義な意見交換

会となりました。 

今年度から新たに始

まったこの取り組み。各

地の活性化を図り、当

協会をより良いものに

する為にも、会員の皆

様のご参加を何卒宜し

くお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2012年に設立され、

従業員は 10名。主た

る事業所は金沢市で

すが、七尾市にて白

ねぎ等の野菜を中心

とした営農を行ってい

ます。 

また、同理事会に

て「全農いしかわ」様

が賛助会員としての

入会も承認されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、同理事会に

て「全農いしかわ」様

の賛助会員としての

入会も承認されまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県央地区 

中能登地区 


